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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　打撃機構を備えた工具本体の先端に釘打ち込み方向に往復動可能に設けられるとともに
上記打撃機構の安全装置を構成し、内部には釘と釘を打ち込むためのドライバとを摺動自
在に案内する射出口を形成したコンタクトノーズの先端をフロア材のさねの基部の角隅部
に押し付けて前記射出口の先端から釘を打ち込むフロア施工用釘打機であって、
　上記コンタクトノーズの先端に前記射出口を開口し、この射出口の両側に連続して形成
された先端面をそれぞれテーパ面とし、両側のテーパ面間の角度を９０度以下にし、これ
らのテーパ面の先端をさねの基部の角隅部に押し付けて釘を打ち込むものであり、
　前記テーパ面を幅方向に左右に分離形成するとともに、中央部分を低くして凹部を形成
したことを特徴とするフロア施工用釘打機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主にフロア材のさね継ぎ作業に供される釘打機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、フロア施工においては、多数のフロア材をさね接ぎによって施工することが多
い。これは、下地材の上に一枚のフロア材を載置し、その端面から突出しているさねの基
部の角隅部から下地材に向かってステープル釘などの特殊な釘を斜めに打ち込んで固定し
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、上記さねを次のフロア材の端面に形成された受け溝に嵌合させて接ぎ合わせ、さらにこ
のフロア材の反対側の端面に形成されたさねの基部の角隅部から同じようにして釘を斜め
に打ち込み、このさねをさらに次のフロア材の受け溝に嵌合するという作業を繰り返して
施工する方法である。
【０００３】
　このようなフロア施工においては、さねとフロア材の端面とによって形成される角隅部
に４５度の角度で釘を打ち込む必要がある。ところが、さねとその基部のフロア材端面と
の間の角隅部は狭いほか、フロア材に対して釘打機を４５度に傾けて打ち込むという作業
なので、打ち込み時に釘打機の先端が上記角隅部を外れてしまいやすい。釘の打ち込み位
置がずれると、さね割れやフロア材の表面の膨れが生じたり、釘の頭がフロア材の表面か
ら突出して次のフロア材の受け溝に対する嵌合不良が生じたりするという問題が発生する
。
【０００４】
　そこで、このような不都合を解消するものとして、釘が射出される先端部分を楔形にし
たフロア施工用釘打機が知られている。先端部分が尖っているので、さねの基部の角隅部
にまで届き、先端部分が角隅部に当って安定し、フロア材の角隅部から釘を狙って打ち込
みやすいというメリットがある。
【特許文献１】特許第３５３１３１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来のフロア施工用釘打機は、打ち込み位置や打ち込みの姿勢をガイド
する点では優れているものの、上記特許文献１に開示されているように、釘の射出口の先
端部分と直接にフロア材に当る楔状の先端部分との間に隙間ができる構造である。つまり
、釘の射出口とフロア材の角隅部との間には空間ができてしまう。この空間では釘が支持
されないので、釘の姿勢の保持が十分でなく、無垢材などのように硬いフロア材に打ち込
むような場合、釘を十分に保持できない空間で釘が曲がり、座屈が発生するという問題が
あった。
【０００６】
　本発明は上記問題点を解消し、射出口から打ち出された釘をフロア材のさねの基部の角
隅部に十分に安定に保持して打ち込むことができ、釘の座屈を確実に防止することができ
る釘打機を提供提供することをその課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、請求項１に係る発明は、打撃機構を備えた工具本体の先端に
釘打ち込み方向に往復動可能に設けられるとともに上記打撃機構の安全装置を構成し、内
部には釘と釘を打ち込むためのドライバとを摺動自在に案内する射出口を形成したコンタ
クトノーズの先端をフロア材のさねの基部の角隅部に押し付けて前記射出口の先端から釘
を打ち込むフロア施工用釘打機であって、上記コンタクトノーズの先端に前記射出口を開
口し、この射出口の両側に連続して形成された先端面をそれぞれテーパ面とし、両側のテ
ーパ面間の角度を９０度以下にし、これらのテーパ面の先端をさねの基部の角隅部に押し
付けて釘を打ち込むものであり、前記テーパ面を幅方向に左右に分離形成するとともに、
中央部分を低くして凹部を形成したことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１に係る発明によれば、コンタクトノーズの先端面を９０度以下に形成し、釘の
射出口を上記先端面の頂部に開口したので、コンタクトノーズの先端面は上記角隅部に確
実に当るとともに、上記先端面の頂部に射出口が開口しているから、射出口の先端と角隅
部との間にほとんど隙間がない。したがって、射出口から打ち出された釘は射出口から完
全に出終わるまで十分に安定に保持されるので、釘の座屈を確実に防止することができる
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。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１は釘打機の斜視図、図２は上記釘打機の縦断面図、図３はその要部の拡大図である
。上図において、符号１は釘打機を示す。この釘打機１は打撃機構を備えた工具本体２と
、工具本体２から後方に配置されたグリップ３と工具本体２の先端から突出するように設
けられたコンタクトノーズ４と、コンタクトノーズ４の内部に形成された射出口６に連結
釘（ステープル釘）を供給する長方形状のマガジン５とを備え、マガジン５の釘供給路か
らコンタクトノーズ４に供給された先頭の釘を上記打撃機構を構成する打撃ピストンと一
体に結合したドライバ７によって打ち出すものである。
【００１０】
　上記打撃機構は、上記射出口６に摺動自在に収容されて釘を打撃するドライバ７と、ド
ライバ７の上端で一体に結合した打撃ピストン８と、打撃ピストン８を摺動自在に収容す
る打撃シリンダ９と、工具本体２内の圧縮エアを貯留するエアチャンバ１０と上記打撃シ
リンダ９の上端とを開閉制御するメインバルブ１１やトリガ１２の操作によってメインバ
ルブ１１の開閉を制御するトリガバルブ１３などから構成されている。
【００１１】
　上記コンタクトノーズ４は、詳細は省略するが、釘打ち込み方向に往復動可能に設けら
れ、その先端４ａは工具本体２から突出し、他端４ｂは図３に示されるように、トリガ１
２のコンタクトレバー１５のバネ１６に係合可能に設けられ、常時工具本体２から突出す
る方向にバネ付勢されている。そして、打ち込み時にコンタクトノーズ４をフロア材など
の被打込み材に押し付けることにより、工具本体２に対して同図に点線で示すように相対
的に上方に移動させ、上記コンタクトノーズ４の端部４ｂによりコンタクトレバー１５を
回動させる。この状態ではトリガ１２を引き操作したときに初めて有効にバルブステム１
８を押し込んでトリガバルブ１３を作動させ、さらにメインバルブ１１を開き作動させて
エアチャンバ１０内の圧縮エアにより打撃ピストン８を打ち込み駆動するように構成され
ている。このように、コンタクトノーズ４は釘を打ち出す射出機能と上記打撃機構の安全
装置の２つの機能を有している。
【００１２】
　上記打撃機構やコンタクトノーズ４自体の機構は公知のものでよい。
【００１３】
　ところで、コンタクトノーズ４の先端面１７は射出口６をはさんでその両側に９０度以
下の角度をなすように形成されている。図４に示されるように、射出口６は上記先端面１
７の頂部１９に開口している。なお、先端面１７は、その前面１７ａ（図３及び図５参照
）が上記射出口６に対して４０度程度に傾斜しているのが好ましい。
【００１４】
　次に、釘打機によってフロア施工によりフロア材を下地材に釘固定するときは、図５に
示されるように、まずコンタクトノーズ４の先端面１７をフロア材２０のさね２１の基部
の角隅部２２に当てる。このとき、上記先端面１７は９０度以下に形成されているから、
コンタクトノーズ４を確実に角隅部２２に当てることができる。さらに、コンタクトノー
ズ４の先端面１７をフロア材２０に押し付ける。これにより、釘打機の工具本体２は下方
に移動するが、コンタクトノーズ４は相対的に工具本体２に対して上方に移動し、トリガ
１２が有効に作動する状態となる。そこで、起動用トリガ１２を引いて打撃機構を作動さ
せることにより、先頭釘を約４５度の角度で打ち出すことができる。
【００１５】
　コンタクトノーズ４の先端面１７はフロア材２０のさね２１の基部の角隅部２２の角度
と同じかそれよりも小さく形成され、上記射出口６は上記先端面１７の頂部１９に開口さ
れているので、射出口６の先端と角隅部２２との間にほとんど隙間が出ない。したがって
、射出口６から打ち出されたステープル釘２３の先端は、射出口６の開口端から出た瞬間
に角隅部２２に打ち込まれていくから、ステープル釘２３の先端がふらつくことがない。
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２３が射出口６を出た直後からある程度フロア材２０中に打ち込まれるまでの間、ステー
プル釘２３の姿勢は不安定であるが、射出口６の開口部とフロア材２０との間にはほとん
ど隙間がないため、ステープル釘２３の姿勢は射出口６から出た後にフロア材２０にある
程度打ち込まれるまでの間も継続して射出口６内で保持されるから、完全に出終わるまで
十分に安定に保持され続ける。したがって、打ち込み時にステープル釘が座屈するのを確
実に防止することができる。
【００１６】
　なお、コンタクトノーズ４の先端面１７の前面１７ａと後面１７ｂの長さは、図５のよ
うに、さね２１の突出長さと同等以上にすればよい。
【００１７】
　また、図６及び図７に示されるように、コンタクトノーズ４の先端面１７の幅はある程
度確保した方が釘打機が横方向に傾きにくい。しかし、広すぎるとどこからステープルが
出るのかわかりにくいので使いにくいという問題がある。これに対し、上記釘打機の先端
面１７の前面１７ａは、左右に分離形成され、中央部分１７ｃは低くなっており、この中
央部分１７ｃが打ち込み位置の目印となり、ここからステープル釘２３が打ち出されるこ
とがわかるようになっている。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る釘打機の一例の斜視図である。
【図２】上記釘打機の縦断面図である。
【図３】図２の要部の拡大図
【図４】コンタクトノーズの先端部の斜視図である。
【図５】フロア材に釘を打ち込んだ状態の拡大断面図である。
【図６】コンタクトノーズの要部の正面側の斜視図である。
【図７】コンタクトノーズの要部の正面図である。
【符号の説明】
【００１９】
　２　　工具本体
　４　　コンタクトノーズ
　６　　射出口
　１７　先端面
　１９　頂部
　２０　フロア材
　２１　さね
　２２　角隅部
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